
 − 7 −

○クロス集計の図・表中では、居住地区の住所表記を下記のように記載する。

選択肢 記載名

旭丘１～２丁目、小竹町１～２丁目、栄町、羽沢１～３丁目、豊玉上

１～２丁目、豊玉中１～４丁目、豊玉南１～３丁目、豊玉北１～６丁

目、中村１～３丁目、中村南１～３丁目、中村北１～４丁目、桜台１

～６丁目、練馬１～４丁目、向山１～４丁目、貫井１～５丁目

練馬

錦１～２丁目、氷川台１～４丁目、平和台１～４丁目、早宮１～４丁

目、春日町１～６丁目、高松１～６丁目、北町１～８丁目、田柄１～

５丁目、光が丘１～７丁目、旭町１～３丁目、土支田１～４丁目

光が丘

富士見台１～４丁目、南田中１～５丁目、高野台１～５丁目、谷原１

～６丁目、三原台１～３丁目、石神井町１～８丁目、石神井台１～８

丁目、下石神井１～６丁目、関町北１～５丁目、関町南１～４丁目、

上石神井町南町、立野町、上石神井１～４丁目、関町東１～２丁目

石神井

東大泉１～７丁目、西大泉１～６丁目、南大泉１～６丁目、大泉町１

～６丁目、大泉学園町１～９丁目、西大泉町
大泉

○クロス集計の図・表中では、サービス種別の選択肢表記を下記のように記載する。

選択肢 記載名

居宅介護支援、居宅療養管理指導 居宅介護支援

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション 訪問系

通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護※ 通所系

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、

短期入所生活介護、短期入所療養介護
入所系

定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、

認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、

看護小規模多機能型居宅介護、認知症高齢者グループホーム

地域密着型サービス

福祉用具貸与・販売 福祉用具貸与・販売

特定施設入居者生活介護 特定施設入居者生活介護

※ サービス分類としては地域密着型サービスだが、通所系として集計した

Ⅰ－２．調査結果の詳細

１ 回答者の基本属性

（１）調査票の記入者

○調査票の記入者は、高齢者一般、これから高齢期ともに「あて名のご本人が記入」が最も高く、高齢

者一般が ％、これから高齢期が ％と約８割半ば～９割を占めている。

○要介護認定者では、「あて名のご本人が記入」が ％で最も高く、次いで「ご家族が記入」が ％

で続いている。

○特養入所待機者、施設入所者では、「ご家族が記入」が最も高く、特養入所待機者が ％、施設

入所者が ％となっている。

■調査票の記入者

あて名のご本人が

記入

ご家族が記入 その他 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

特 養 入 所 待 機 者

％

（２）性別

○高齢者一般では、「男性」が ％、「女性」が ％、これから高齢期では、「男性」が ％、

「女性」が ％となっている。

○要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者では、「女性」の割合が高く、それぞれ約６～７割半ば

となっている。

■性 別

男性 女性 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

特 養 入 所 待 機 者

％
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（３）年齢

○高齢者一般では「 ～ 歳」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

○要介護認定者では「 ～ 歳」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

○特養入所待機者では「 歳以上」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

○これから高齢期では、「 ～ 歳」が ％、「 ～ 歳」が ％で、平均年齢は 歳であ

る。

○施設入所者は、「 歳以上」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

■年 齢

65歳～69

歳

70歳～74

歳

75歳～79

歳

80歳～84

歳

85歳～89

歳

90歳以上 無回答

（ n ）

平均

年齢

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

60～64

歳

65～69

歳

70～74

歳

75～79

歳

80～84

歳

85～89

歳

90歳以

上

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

平均

年齢

【特養入所待機者】

全 体

％

55～59歳 60～64歳 無回答

（ n ）

平均

年齢

こ れか ら 高 齢期

％

64歳以

下

65歳～

69歳

70歳～

74歳

75歳～

79歳

80歳～

84歳

85歳～

89歳

90歳以

上

無回答

（ n ）

平均

年齢

施 設 入 所 者

％
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（３）年齢

○高齢者一般では「 ～ 歳」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

○要介護認定者では「 ～ 歳」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

○特養入所待機者では「 歳以上」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

○これから高齢期では、「 ～ 歳」が ％、「 ～ 歳」が ％で、平均年齢は 歳であ

る。

○施設入所者は、「 歳以上」が最も高く ％で、平均年齢は 歳である。

■年 齢

65歳～69

歳

70歳～74

歳

75歳～79

歳

80歳～84

歳

85歳～89

歳

90歳以上 無回答

（ n ）

平均

年齢

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

60～64

歳

65～69

歳

70～74

歳

75～79

歳

80～84

歳

85～89

歳

90歳以

上

無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

平均

年齢

【特養入所待機者】

全 体

％

55～59歳 60～64歳 無回答

（ n ）

平均

年齢

こ れか ら 高 齢期

％

64歳以

下

65歳～

69歳

70歳～

74歳

75歳～

79歳

80歳～

84歳

85歳～

89歳

90歳以

上

無回答

（ n ）

平均

年齢

施 設 入 所 者

％

（４）居住地区

○高齢者一般では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が ％

となっている。

○要介護認定者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が ％

となっている。

○これから高齢期では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が

％となっている。

○特養入所待機者では、「練馬」が ％、「光が丘」が ％、「石神井」が ％、「大泉」が

％となっている。

■居住地区

練馬 光が丘 石神井 大泉 無回答

（ n ）

特 養 入 所 待 機 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％
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（５）世帯の状況

① 世帯構成

○高齢者一般では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○要介護認定者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○これから高齢期では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○特養入所待機者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○施設入所者の入所前の世帯構成は、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以

上）」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が

％であった。

■世帯構成 ≪ニーズ調査≫

１人暮らし 夫婦２人暮

らし（配偶者

65 歳以上）

夫婦２人暮

らし（配偶者

64 歳以下）

息子・娘と

の２世帯

その他 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

特養入所待機者

％

【高齢者一般】【要介護認定者】

○年代別にみると、高齢者一般、要介護認定者ともに『前期高齢者』は子どもが「いない」が２割超

で、『後期高齢者』と比べて高い。

■子どもの有無

＜高齢者一般：年代別＞ ＜要介護認定者：年代別＞

（％）

い

る

い

な

い

無

回

答

高齢者一般

前期高齢者（65-74歳）

後期高齢者（75歳以上）

（％）

い

る

い

な

い

無

回

答

要介護認定者

前期高齢者（65-74歳）

後期高齢者（75歳以上）
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（５）世帯の状況

① 世帯構成

○高齢者一般では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○要介護認定者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○これから高齢期では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○特養入所待機者では、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以上）」が ％、

「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が ％であった。

○施設入所者の入所前の世帯構成は、「１人暮らし」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以

上）」が ％、「夫婦２人暮らし（配偶者 歳以下）」が ％、「息子・娘との２世帯」が

％であった。

■世帯構成 ≪ニーズ調査≫

１人暮らし 夫婦２人暮

らし（配偶者

65 歳以上）

夫婦２人暮

らし（配偶者

64 歳以下）

息子・娘と

の２世帯

その他 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

特養入所待機者

％

【高齢者一般】【要介護認定者】

○年代別にみると、高齢者一般、要介護認定者ともに『前期高齢者』は子どもが「いない」が２割超

で、『後期高齢者』と比べて高い。

■子どもの有無

＜高齢者一般：年代別＞ ＜要介護認定者：年代別＞

（％）

い

る

い

な

い

無

回

答

高齢者一般

前期高齢者（65-74歳）

後期高齢者（75歳以上）

（％）

い

る

い

な

い

無

回

答

要介護認定者

前期高齢者（65-74歳）

後期高齢者（75歳以上）

② 子どもの有無

○高齢者一般、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者では「いる」が約８～９割となっている。

○これから高齢期では、「いない」が約３割となっている。

■子どもの有無

いる いない 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

特養入所待機者

％

③ 子どもとの距離

○子どもが「いる」と回答した人の最も日頃よく行き来している子どもの家は、高齢者一般、要介護

認定者、特養入所待機者で「同居」がそれぞれ３割半ばから４割近くで最も高く、「同居」と「と

なり」「 分未満」を合わせた“ 分未満”が６割超となっている。「１時間以上」はそれぞれ

約２割となっている。

○これから高齢期では、「同居」が ％で最も高い。

○施設入所者では、「 分未満」が ％で最も高い。

■子どもとの距離

同居 となり（２世

帯住宅を含

む）

30 分未満 30 分～１

時間未満

１ 時間以上 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れか ら 高 齢期

特養入所待機者

％

※ 施設入所者は、「同居」「となり（２世帯住宅を含む）」は聞いていない



 − 12 −

④ 日中独居の状況

○高齢者一般では、「いつも自分一人である」（ ％）と「自分一人のことが多い」（ ％）と

を合わせた、“日中独居”は４割半ばとなっている。

○要介護認定者では、「いつも誰かがいる」が ％で最も高い。“日中独居”は４割近くとなって

いる。

○これから高齢期では、“日中独居”は３割半ばとなっている。

■日中独居の状況

いつも誰かが

いる

誰かがいるこ

とが多い

自分一人のこ

とが多い

いつも自分一

人である

無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

⑤ 緊急連絡先の有無

○高齢者一般では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決めてい

るが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は２割超と

なっている。

○これから高齢期では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決め

ているが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は約３

割となっている。

■緊急連絡先の有無

緊急連絡先

を決めて、

周囲に伝え

ている

緊急連絡先

を決めてい

るが、周囲

には伝えて

いない

緊急連絡先

は決めてい

ない

緊急時に連

絡できる家

族・親族・友

人はいない

わからない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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④ 日中独居の状況

○高齢者一般では、「いつも自分一人である」（ ％）と「自分一人のことが多い」（ ％）と

を合わせた、“日中独居”は４割半ばとなっている。

○要介護認定者では、「いつも誰かがいる」が ％で最も高い。“日中独居”は４割近くとなって

いる。

○これから高齢期では、“日中独居”は３割半ばとなっている。

■日中独居の状況

いつも誰かが

いる

誰かがいるこ

とが多い

自分一人のこ

とが多い

いつも自分一

人である

無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

％

⑤ 緊急連絡先の有無

○高齢者一般では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決めてい

るが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は２割超と

なっている。

○これから高齢期では、「緊急連絡先を決めて、周囲に伝えている」が ％、「緊急連絡先を決め

ているが、周囲には伝えていない」が ％となっている。「緊急連絡先は決めていない」は約３

割となっている。

■緊急連絡先の有無

緊急連絡先

を決めて、

周囲に伝え

ている

緊急連絡先

を決めてい

るが、周囲

には伝えて

いない

緊急連絡先

は決めてい

ない

緊急時に連

絡できる家

族・親族・友

人はいない

わからない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

（６）暮らし向き

① 世帯の年収

○高齢者一般、要介護認定者では、「 ～ 万円未満」が最も高く、それぞれ ％、 ％と

なっている。“ 万円未満”（「 万円未満」～「 ～ 万円未満」の合計）が約６割～６

割半ばとなっている。

○これから高齢期では、“ 万円以上”（「 ～ 万円未満」～「 万円以上」の合計）が

６割半ばとなっている。

○特養入所待機者では、「 万円未満」が ％と他の対象者よりも高く、“ 万円未満”が７

割超となっている。

○施設入所者では、“ 万円未満”が約６割となっている。

■世帯の年収

100 万

円未満

100～

200 万

円未満

200～

300 万

円未満

300～

400 万

円未満

400～

500 万

円未満

500～

700 万

円未満

700～

万円未

満

万円以

上

わから

ない

無回答

（ n ）

特 養 入 所 待 機 者

施 設 入 所 者

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

％

【高齢者一般】

○経済状況別にみると、『苦しい・大変苦しい』では“ 万円未満”（「 万円未満」と「 ～

万円未満」の合計）が約６割、『ややゆとりがある・ゆとりがある』では“ 万円以上”（「

～ 万円未満」～「 万円以上」の合計）が４割半ばとなっている。

■世帯の年収＜高齢者一般：経済状況別＞
（％）

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満

万

円

以

上

わ

か

ら

な

い

無

回

答

高齢者一般

苦しい・大変苦しい

ふつう

ややゆとりがある・ゆとりがある
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【要介護認定者】

○経済状況別にみると、『苦しい・大変苦しい』では“ 万円未満”が６割超、『ややゆとりがあ

る・ゆとりがある』では“ 万円以上”が約３割となっている。

■世帯の年収＜要介護認定者：経済状況別＞
（％）

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満

万

円

以

上

わ

か

ら

な

い

無

回

答

要介護認定者

苦しい・大変苦しい

ふつう

ややゆとりがある・ゆとりがある

② 暮らし向きの感じ方

○「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせた“苦しい”と回答した人は、高齢者一般が ％、要

介護認定者が ％、これから高齢期が ％、特養入所待機者が ％、施設入所者が ％

となっている。

○いずれの調査においても「ふつう」が最も高く、約４～６割超となっている。

■暮らし向きの感じ方 ≪ニーズ調査≫

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとり

がある

大変ゆとり

がある

無回答

（ n ） （ 計 ）

施 設 入 所 者

苦しい ゆとり

があ

る

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

特 養 入 所 待 機 者

％
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【要介護認定者】

○経済状況別にみると、『苦しい・大変苦しい』では“ 万円未満”が６割超、『ややゆとりがあ

る・ゆとりがある』では“ 万円以上”が約３割となっている。

■世帯の年収＜要介護認定者：経済状況別＞
（％）

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満 ～

万

円

未

満

万

円

以

上

わ

か

ら

な

い

無

回

答

要介護認定者

苦しい・大変苦しい

ふつう

ややゆとりがある・ゆとりがある

② 暮らし向きの感じ方

○「大変苦しい」と「やや苦しい」を合わせた“苦しい”と回答した人は、高齢者一般が ％、要

介護認定者が ％、これから高齢期が ％、特養入所待機者が ％、施設入所者が ％

となっている。

○いずれの調査においても「ふつう」が最も高く、約４～６割超となっている。

■暮らし向きの感じ方 ≪ニーズ調査≫

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとり

がある

大変ゆとり

がある

無回答

（ n ） （ 計 ）

施 設 入 所 者

苦しい ゆとり

があ

る

高 齢 者 一 般

要 介 護 認 定 者

こ れ か ら 高 齢 期

特 養 入 所 待 機 者

％

③ 暮らし向きが苦しい場合に節約するもの

○“苦しい”と回答した人が節約するものは、いずれの調査においても、「服飾費」が最も高く、高

齢者一般、要介護認定者、これから高齢期、特養入所待機者では約７割となっている。高齢者一般、

要介護認定者、これから高齢期、特養入所待機者では、次いで「飲食費」「趣味の費用」「光熱水

費」と続いている。

■暮らし向きが苦しい場合に節約するもの（複数回答）

飲食費

光熱水費

服飾費（衣類、履物）

趣味の費用

保健医療費

交通費（車、電車等）

通信費（電話代等）

教養費

介護保険サービスの利用

その他

無回答

高齢者一般

要介護認定者

これから高齢期

特養入所待機者

施設入所者

※ 高齢者一般、これから高齢期では、「介護保険サービスの利用」は聞いていない


